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令和６年度 つばさ小学校の教職員 
校 長     浅 野 博 一 
教 頭     奥 家 智 子 
教務主任           
初任者指導       

１ 学級担任 

＜退職＞ お世話になりました 
外国語指導助手                  母国フィリピンへ 
用務員   
＜転出等＞ お世話になりました 
教 頭        さいたま市立文蔵小学校へ 
教 諭        さいたま市立三橋小学校へ 
教 諭        さいたま市立鈴谷小学校へ 
教 諭        さいたま市立大谷小学校へ 
教 諭        さいたま市立神田小学校へ 
教 諭        さいたま市立鈴谷小学校へ 
教 諭        さいたま市立高砂小学校へ 
教 諭        さいたま市立指扇小学校へ 
教 諭        さいたま市立日進北小学校へ 
教 諭        さいたま市立岩槻中学校へ 
教 諭        さいたま市立七里中学校へ 
教 諭        さいたま市立大成小・馬宮東小学校へ 
教 諭        さいたま市立大成小学校へ 
教 諭        さいたま市立常盤小学校へ 
教 諭        さいたま市立宮前小学校へ 
事務主事        さいたま市立大宮西小学校へ 
ｽｸｰﾙｱｼｽﾀﾝﾄ        さいたま市立土呂中学校へ 
ＩＣＴ支援員        戸田市立学校へ  
＜転入等＞ よろしくお願いします 
教 頭        さいたま市立与野南小学校より 
教 諭        つばさ小復帰 
教 諭        つばさ小復帰 
教 諭        さいたま市立下落合小学校より 
教 諭        さいたま市立大宮小学校より 
教 諭        さいたま市立大成小学校より 
教 諭        さいたま市立北浦和小学校より 
教 諭        さいたま市立西原小学校より 
教 諭        熊本市立弓削小学校より 
教 諭        新採用 
教 諭        さいたま市立宮原小学校より 
教 諭        さいたま市立日進小学校より 
教 諭        さいたま市立植竹中学校より 
養護教諭        さいたま市立三橋小学校より 
事務主任        さいたま市立大宮西中学校より 
栄養技師        さいたま市立七里小学校より 
ＩＣＴ支援員        新採用 
用務員        新採用 

学 年 １組 ２組 ３組 ４組 ５組  
１ 年       

２ 年       

３ 年       
４ 年       
５ 年       
６ 年       
10 組       
 

４月号 Ｎｏ.１ 
令和６年４月８日 

さいたま市立つばさ小学校 

４月の生活目標 
あいさつを返そう 

４月の保健目標 
自分の体を知ろう つ ば さ 

病気休 栄養士       4/1～ 

２ 担任外・専科等 
音楽専科  Ｓola るーむ  

音楽専科  養護教諭  

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｽﾀﾃﾞｨ専科  養護教諭  

社会等専科  栄養士  

書写専科  事 務  

学校地域連携ｺｰﾃﾞﾈｰﾀｰ  事 務  

学校図書館司書  業務主査  

ｽｸｰﾙｱｼｽﾀﾝﾄ  ｽｸｰﾙｱｼｽﾀﾝﾄ  

ｽｸｰﾙｱｼｽﾀﾝﾄ  ｽｸｰﾙｱｼｽﾀﾝﾄ  

外国語指導助手  ＩＣＴ支援員  

スクールカウンセラー  スクールソーシャルワーカー  

用務員  用務員  

警備員  給食室 和三盆の皆さん 

 

令和６年度 はばたけ！つばさっ子！！ 
 

校 長  浅 野 博 一  
 

令和６年度の教育活動がスタートいたしました。お子様のご進

級・ご入学、誠におめでとうございます。 

現在、先の見えない不透明で、予測困難な時代を象徴するような

出来事が次々と起こっております。このような時代をつばさの子ど

もたちが、自分の道を自分らしく逞しく歩んでいくために、右に掲

載した全職員が一丸となり、お子様が幸せな人生を築く基礎となる

力をはぐくんでいく決意であります。 
 
３月と４月、つばさ小の教育活動が２件、新聞に掲載されました。 

１件は「Ｓola るーむ」。令和６年３月１５日（金）毎日新聞で紹

介されました。竹居教育長が「Ｓola るーむの市立小・中・中等教

育学校（前期課程）学校全校設置」について記者発表した際、新聞

社から、さいたま市教育委員会に「先行実施の学校への取材の要請」

があり、さいたま市教育委員会から、本市で先進的な取組を行って

いるつばさ小に取材を受けるよう指示があったものです。 

もう１件は「香港の小学校吹奏楽団・弦楽団との交流演奏会」。

令和６年４月２日（火）埼玉新聞で紹介されました。香港の小学生

が日本のアニメ「となりのトトロ」を演奏し、言葉の壁は感じつつ

も、温かい心のつながりが感じられるシーンでもありました。 

国境を越え、音楽をこよなく愛する子どもたちが互いの演奏で交流

し合えたことは、一生の宝となったことと確信します。これからも

音楽で、周囲の人たちに勇気と希望を与えていってほしいと願って

います。 
 
こうした本校の実績を踏まえ、本年度は、特に【重点】として、

以下に挙げる４つの柱に取り組みます。 
 
１ 教育ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)で実現 

させる学びの自律と個別最適化、探究化 
 
２ 一人ひとりの多様な幸せ(Well-being)を実現する 

未来の教育の実現 
 
３ 地域の高い教育力を生かしたコミュニティ・スクール 

の推進 
 
４ 子どもの可能性を最大限に伸ばす教職員の資質向上 

研修の充実 
 
上記の柱の細部につきましては、本校ホームページに掲載してま

いります。 
 
・・・これからの未来を生き抜くつばさの子どもたちに 

『彼が問題を解決しようとした時には、正解を知っている教師はい

ない。そもそも正解なんか、誰一人わからないことが多いのだ。つ

まり、学校で通用する【問題がある】【正解がある】【教師がいる】

という前提は成り立たない場面が多い。問題は自分で創発させなけ

ればならない。正解はあるかどうかわからない、答えを知っている

人もいない、そうした学校とはまったく異なる場面が私たちの日常

を形成している』…青山学院大学 鈴木宏昭教授 著「私たちはどう

学んでいるか」より 
 
 認知科学で示す「知識の転移」「学習の転移」…ある場面で獲得

した知識等を別の場面・別の文脈で活用し、未知の問題を解決でき

る資質・能力の育成に努めてまいります。 

 そして、昨年度学年度末号で述べた【人生において“重要となる

力”】…“人としての大切な根源”を見失うことなく、学力テスト

では計測できない“非認知能力”を初等教育の学び舎であるつばさ

小学校の集団の中で、お子様を大切にはぐくんでまいります。 

本年度も、本校教育活動への皆様のご理解、ご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 


